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1　はじめに

　頭地下手遺跡より検出された試料について、加速器

質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定を

行った。

4-1　放射性炭素年代測定

株式会社パレオ・ラボ　※

2　試料と方法

　測定試料の情報、調整データは Tab.1 のとおりであ

る。

　測定試料のうち PLD-6680 ～ 3 は縄文時代後期の

土器が出土する溝である SD1 の覆土から出土した炭

※　パレオ・ラボ AMS年代測定グループ　 佐々木由香・小林紘一・丹生越子・伊藤茂・山形秀樹・瀬谷薫・

Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani
放射性炭素年代測定　 

Tab.1　測定試料及び処理
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化材である。PLD-6680 は針葉樹で、最外年輪以外の

部位であるが、どの部位かは不明である。PLD-6681

は広葉樹の散孔材で、最外年輪以外の部位であるが、

辺材部分であることから樹皮に近いと考えられる。

PLD-6682 は樹種不明で、最外年輪以外の部位である

が、どの部位かは不明である。PLD-6683 は針葉樹の

節部で、最外年輪以外の部位であるが、どの部位かは

不明である。

　測定試料のうち PLD-6680 ～ 3 は、より外側の年

輪から 2～ 5年輪切り出した。いずれの試料も調整

後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト

AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。得られた

14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、

14C 年代、暦年代を算出した。

3　結果
　Tab.2 に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位

体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行った 14C

年代、14C 年代を暦年代に較正した年代範囲、暦年

較正に用いた年代値を、Fig.1 に暦年較正結果をそれ

ぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は、今後暦年較正

曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を

行うために記載した。

　14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示

した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C

の半減期として Libby の半減期 5568 年を使用した。

また、付記した 14C 年代誤差（± 1σ）は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の

14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％

であることを示すものである。

　なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正
　暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期

が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C

濃度の変動、及び半減期の違い（14C の半減期 5730

± 40 年）を較正することである。

　測定した試料の内、PLD-5281、5285 は年代が新

しく通常の較正曲線範囲外であっため、1950 年以
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放射性炭素年代測定　 

Tab.2　放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果　
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降の暦年代較正のためのWeb 上（http://calib.qub.

ac.uk/CALIBomb/）の暦年較正ソフト、CALIBomb（較

正曲線データ：NH_Zone2）を暦年較正に使用した。

なお、1σ暦年代範囲は、確率法を使用して算出され

た 14C 年代誤差に相当する 68.2％信頼限界の暦年代

範囲であり、同様に 2σ暦年代範囲は 95.4％信頼限

界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、そ

の範囲内に暦年代が入る確率を意味する。それぞれの

暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲につ

いては、Tab.2 中に下線で示してある。

4　考察
　試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正

を行った。得られた暦年代範囲のうち、その確率の最

も高い年代範囲に着目すると、それぞれより確かな年

代値の範囲が示された。

　PLD-6680 は比較的古い年代値を示し、14C 年

代が 3905 ± 25yrBP、暦年代較正年代範囲が 1

σ（68.2％の確率）で、2470-2400calBC(43.3%)、

2390-2340calBC(24.9%)、2 σ（95.4％の確率）で

2470-2300calBC(95.4%) であった。

　PLD-6681 ～ 3 は、14C 年代が 3705 ～ 3635 ±

25yrBP の範囲内で、暦年較正年代では 2σで 2150

～ 1920calBC の範囲内の年代の確率が最も高く 67％

以上の確率を占め、2200 ～ 2080calBC の範囲内の

年代がそれに次いだ。いずれも縄文時代後期前半にあ

たる暦年代範囲であった（今村 ,2004 他）。ただし、

測定した材は最外年輪（＝伐採年代）が不明な炭化材

破片のため、実際の伐採年より古い年代を測定してい

ることを考慮する必要がある。PLD-6681 は最外年輪

が遺存していないが樹皮近いと考えられることから、

その他の試料についても測定した部分の年代と伐採年

代は古木効果を考慮するほど離れていないことが推察

される。
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